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小関 弘展：【低侵襲手術における感染対策マニュアル】Surgical Site Infection(SSI)の予防 浮遊微粒子研究からわ

かってきた問題と対策. 整形外科最小侵襲手術ジャーナル 98(98): 27-33, 2021.
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米倉暁彦，岡崎成弘，中添悠介，滝田裕之，千葉　恒，尾崎　誠，小関弘展：脛骨顆外反骨切り術(TCVO)の術

後成績に影響を与える因子の検討. 整形外科と災害外科 70(4): 836-837, 2021.
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支援における課題に関する質的研究. 保健学研究 = Health Science Research 34: 1-10, 2021.
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Method for Scaffold-Free Biofabrication (English Edition) 1st ed. 98: 165-178, 2021.
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学会発表数

社会活動

村松大輝, 浜口毅, 篠原もえ子, 三條伸夫, 阿江竜介, 中村好一, 佐藤克也, 原田雅史, 塚本忠, 水澤英洋, 山田正仁：

硬膜移植後Creutzfeldt-Jakob病の臨床的特徴の検討. 日本神経学会学術大会プログラム・抄録集 62nd:  2021.
高嶋浩嗣,鈴木菜摘,寺田達弘,中川裕亮,松平敬史,川口典彦,荒木保清,杉浦明,山崎公也,佐藤克也,小尾智一：E200K
変異を有する遺伝性Creutzfeldt-Jakob病での脳波の周波数解析. 日本神経学会学術大会プログラム・抄録集 62nd:
2021.

佐藤 克也, 佐野 和憲：シヌクレインパシー患者に対するα-シヌクレインRT-QUIC法の有効性の検討. パーキンソ

ン病・運動障害疾患コングレスプログラム・抄録集 14回: 95, 2021.
佐藤 克也：ヒトプリオン病の患者の髄液中のバイオマーカーの解析. 臨床神経学 61(Suppl.): S246, 2021.

佐藤 克也：プリオン病の創薬と早期診断 バイオマーカーを利用したプリオン病の早期診断と病態評価. 臨床神

経学 61(Suppl.): S74, 2021.
佐藤 克也：プリオン病の腰椎穿刺と脳脊髄液マーカー. 老年精神医学雑誌 32(増刊I): 208, 2021.

倉成 宣佳, 受田 恵理, 古屋 亨, 周布 恭子, 椎名 明大, 中根 秀之, 佐藤 克也：矯正施設におけるギャンブル問題に対

応したプログラムの効果検証. 日本心理学会大会発表論文集 85: PP-060, 2021.
佐藤克也, 堀江信貴, 松尾孝之：経動脈的な投与による急性脳梗塞に対する骨髄間葉系細胞治療法の確立. 脳循環

代謝(Web) 33(1):  2021.
松尾朋博, 中村龍文, 佐藤克也, 宮田康好, 酒井英樹：HAMに随伴した難治性過活動膀胱に対するボツリヌス療法

の有効性について. 日本HTLV-1学会学術集会 7th:  2021.
齊藤勇二, 滝澤歩武, 佐野輝典, 松井健太郎, 佐藤克也, 北本哲之, 水澤英洋, 高尾昌樹, 高橋祐二：散発性致死的不

眠症を呈している遺伝的CJD-M232R患者の報告. Dementia Japan 35(4):  2021.
鈴木哲, 中馬越清隆, 石井一弘, 佐藤克也, 北本哲之, 玉岡晃：地理的障害で発症したプリオン蛋白V180I変異を有

する遺伝性Creutzfeldt-Jakob病の71歳男性例. 日本内科学会関東支部関東地方会 668th:  2021.
中垣岳大, 佐藤克也, 西田教行：孤発性プリオン多様性の検証. Neuroinfection (Web) 26(2):  2021.

小関弘展，樋口隆志，砂川伸也，米倉暁彦，尾﨑　誠：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績と

手術関連因子の影響. 第49回日本関節病学会抄録集 :  2021.
樋口隆志，小関弘展，砂川伸也，米倉暁彦，尾﨑　誠：脛骨顆外反骨切り術の臨床成績に影響を及ぼす手術関

連因子の検討. 第5回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会抄録集 :  2021.

砂川伸也，渡部果歩，西山裕太，竹内明日香，小関弘展：バックスクワットの動作速度が床反力に及ぼす影響.
第49回日本リハビリテーション医学会九州地方会抄録集 :  2021.
小関弘展，松林昌平，尾﨑　誠：掻破行動の運動学的分析. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine :  2021.

小関弘展，松林昌平，尾﨑　誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性萎縮骨の強度に及ぼす効果. The
Japanese Journal of Rehabilitation Medicine :  2021.
砂川 伸也，小関弘展，野口智恵子，米倉暁彦，松村　海，渡部果歩，尾﨑　誠：垂直層流式バイオクリーン手

術室の入退室歩行動作による足元の微粒子拡散. 第44回日本骨・関節感染症学会学術集会抄録集 :  2021.
小関弘展，砂川伸也，松村　海，志田崇之，尾﨑　誠：バイオフィルム形成に及ぼすバイオマテリアルの特性.
第44回日本骨・関節感染症学会学術集会抄録集 :  2021.

佐藤 克也,堀江 信貴,松尾 孝之：本学会助成研究の報告 経動脈的な投与による急性脳梗塞に対する骨髄間葉系細

胞治療法の確立. 脳循環代謝 33(1): 78, 2021.
梶原康宏，小関弘展，本田祐一郎，田中なつみ，大賀智史，佐々木　遼，高橋あゆみ，吉村萌華，坂本淳哉，

縄田　厚，沖田　実：ベルト電極式デバイスによる電気刺激誘発性強縮運動が不動性骨萎縮におよぼす影響.
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 58(特別号): 2-10, 2021.

小関 弘展,梶原 康宏,本田 祐一郎,坂本 淳哉,沖田 実,尾崎 誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性骨萎縮に

及ぼす効果. 日本整形外科学会雑誌 95(8): S1704, 2021.
小関弘展，栗原正紀，松坂誠應，砂川伸也，松村　海，尾﨑　誠：長崎県における大腿骨近位部骨折の疫学と

危険因子. 日本整形外科学会雑誌 958:  2021.
小関弘展，志田崇之，砂川伸也，松村　海，尾﨑　誠：表皮ブドウ球菌の生体材料表面付着に対する牛血清ア

ルブミンと温度の影響. 日本整形外科学会雑誌 958:  2021.
梶原 康宏，小関 弘展，松林 昌平，尾﨑 誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性萎縮骨の強度に及ぼす

効果. 第49回日本リハビリテーション医学会九州地方会抄録集 :  2021.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

大西眞由美・教授 代議員 日本公衆衛生学会

大西眞由美・教授 評議員 日本熱帯医学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

大西眞由美・教授 理事 日本国際保健医療学会

大西眞由美・教授
長崎県再犯防止推進ネットワーク協議会・
委員長

長崎県再犯防止推進ネットワーク協議会

東　登志夫・教授 学術部 学術委員長 日本作業療法士協会

大西眞由美・教授 長崎県精神保健福祉審議会・委員 長崎県精神保健福祉審議会

大西眞由美・教授 保健事業支援・評価委員会・委員長 長崎県国民健康保険団体連合会

小関弘展・教授 顧問医 損害保険料率算出機構

小関弘展・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

東　登志夫・教授 理事 学会雑誌編集委員長 日本作業療法研究学会

小関弘展・教授 編集委員会委員 日本整形外科学会

佐藤克也・教授
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関
する調査班・班員

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性疾
患克服研究事

佐藤克也・教授
プリオン病のサーベイランスと感染予防に
関する調査研究班・班員

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性疾
患克服研究事

小関弘展・教授 委員 長崎市産業技術審査会

小関弘展・教授 ロコモアドバイスドクター ロコモチャレンジ協議会

佐藤克也・教授 油症患者診定専門委員 福岡県

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県

佐藤克也・教授 食品安全委員会・専門委員 内閣府

佐藤克也・教授
薬事・食品衛生審議会（伝達性海綿状脳症
部会）

厚生労働省

佐藤克也・教授 指導医 日本内科学会

佐藤克也・教授 評議委員 日本神経学会

佐藤克也・教授
長崎県認知症サポート医及びかかりつけ医
認知症対応向上研究会の講習会講師

長崎県・長崎県医師会

佐藤克也・教授 BPSD を考える会 長崎市医師会

佐藤克也・教授 会員増加委員会 委員 日本感染症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経免疫学会

佐藤克也・教授 評議員 日本早期認知症学会

佐藤克也・教授 評議員 日本神経感染症学会

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金 基盤研究C「在日外国人の
災害対策における特有のニーズと共助の担い
手としての可能性の探求」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金 基盤研究C「女性外国人技
能実習生のリプロダクティブヘルスニーズに
対する支援の構築」

研　究　題　目

大西眞由美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費補助金 基盤研究C「近隣居住環境
と住民の買物行動及び栄養摂取に関する調
査：フードデザートの観点から」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

大西眞由美・教授
全国共済農業共同組合連合会
（JA共済連）  令和3年度JA共済
連委託研究

代表
地域住民の食生活と腸内細菌叢および体内重
金属曝露の関連
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特　許

その他

掻破行動の３次元動作解析装置に関する共同研究

小関弘展・教授 株式会社　かなえ 深部静脈血栓予防具の開発に関する共同研究

小関弘展・教授
公益財団法人長崎県産業振興財
団

医工食連携研究会（自助具）に関する共同研究

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「領域別基盤研究
分野における難病の医療水準の向上や患者の
QOL 向上に資する研究（２０ＦＣ０２０
１）」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「難治性イ
ンプラント感染における抗バイオフィ ルム戦
略」

小関弘展・教授

東　登志夫・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「VRによる
視覚誘導性運動錯覚を用いた上肢機能訓練シ
ステムの開発と有用性の検討」

大西眞由美・教授 日本学術振興会 代表

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「不動性骨
萎縮の病態解明と新たな治療戦略」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業「「痒み」を評価する客
観的基準の開発」

科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）「薬物
事犯による刑事施設入所中の累犯受刑者の保
健医療ニーズと社会生活定着要件」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「プリズム
順応が360°水平空間における音源定位（多方
向性注意）に与える効果検証」

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費)「プ
リオン病のサーベイランスと感染予防に関す
る調査研究」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「採取容易
な検体を用いたクロイツフェルト・ヤコブ病
早期診断法の確立」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「蛋白増幅
法の検出法をベースとした神経変性疾患を鑑
別できる新規バイオマーカーの開発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「個別最適
化した超早期認知症予防介入プログラムの開
発とシステム構築」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「認知
症ケアに有用な「触れるケア技術」の研究開
発」

佐藤克也・教授
株式会社コスミックコーポレー
ション

神経性疾患及び認知症患者のバイオマーカーに関する共
同研究

佐藤克也・教授 ノバルティス ファーマ株式会社
Assessment of drugs on JC polyomavirus replication
and genomic mutation / rearrangement in Japanese
drug-associated PML patients

小関弘展・教授 株式会社　共和電業 客観的掻破強度計測装置に関する共同研究

小関弘展・教授 株式会社　ノビテック

小関弘展・教授 把持補助具 2007年8月6日 2007年11月21日
実用新案登録第3137833
号(U3137833)

小関弘展・教授
掻破動作検出爪及び掻破動作定
量評価装置

2020年2月28日 出願中 特願2020-033148

小関弘展・教授 加圧スリッパ 2016年1月15日 2016年3月2日
実用新案登録第3203382
号(U3203382)
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　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

　学術賞受賞

東　登志夫・教授 非常勤講師（老年看護学） 長崎市医師会看護専門学校

東　登志夫・教授 非常勤講師（障害の理解Ⅱ） 長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

大西眞由美・教授 非常勤講師
国際医療福祉大学　九州地区生涯教育セン
ター
認定看護師教育課程「感染管理」

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

大西眞由美・教授
「国保連合会保健事業支援・
評価委員会」報告会

国保新聞 2022年1月20日 自治体へ訪問型支援

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

小関弘展・教授
最優秀論文賞2020（臨床整形外
科）

(株)医学書院
非接触型膝前十字靭帯損傷の
下肢全額面アライメント

佐藤克也・教授
孤発性クロイツフェルト・ヤ
コブ病における新規診断基準
の提唱

インターネットメ
ディア・日本医療
研究開発機構

2021年5月6日

海外との共同研究にて孤発性
クロイツフェルト・ヤコブ病
（CJD）における新規診断基準
を提唱しLancet Neurology誌
に成果が掲載された。

佐藤克也・教授
プリオン病を含む神経変性疾
患の新規バイオマーカー開発

インターネットメ
ディア・日本研
究.com

2021年11月4日
企業とのマッチングとオリジ
ナル機器の開発

佐藤克也・教授 基礎研究奨励賞 日本脳循環代謝学会
経動脈的な投与による急性脳
梗塞に対する骨髄間葉系細胞
治療法の確立

小関弘展・教授
優秀論文賞（第25回 整形・災害
外科）

金原出版株式会社
整形外科手術操作による眼粘
膜曝露の危険性

小関弘展・教授
最優秀論文賞（第14回大正
Award, 2020）

日本骨・関節感染症学会

Airborne particle
dispersion around the feet
of surgical staff while
walking in and out of a
bio-clean operating theatre
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